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Thispaperistheresultofapreliminary survey in Thailand andMalayslaOf

geophysicalprospectingmadeduringNovemberandDecember,1964.

Geophysicalprospectingisthemethodusedtosearchfordepositsofmineralsby

physicalmeasurmentsoftheearth'ssurface･Thesemeasurmentsgiveinformationas

tothephysicalpropertiesofmaterialswithintheearth.Suchinformationcanbeused

tolocatemineraldeposits.

There are five majormethodsused in geophysicalprospecting:theseismic,

gravitational,electrical,magnetic,andradioactivemethods･Geophysicalprospecting

isacomparativelyyoungscience,andinThailandandMalaysiaithasnotbeenmuch

applied.

Theoredepositswhichwereinvestigatedinthispreliminary surveywereiron,

cassiterite,manganese,andfluorite･Inprospectingforironoredeposits,themagnetic

andelectricalmethodscanbetlSed.Themagneticmethodisusedinairborneaswell

asgroundprospectingoperationswhiletheelectricalmethodisusedonly in ground

prospecting operations･To prospectforcassiterite and manganese deposits,the

electricalmethodcanbeutilizedingroundprospectingoperations.Itisratherdifficult

toprospectforfluoritedepositsbygeophysicalmethods,becausethephysicaldifferences

betweenfluoritedepositsandordinaryindigenousrocksarehardlydistinguishable.

Sinceoredepositswidelydistributedin theSoutheastAsian areaareofgreat

concern to Japan,a cheap geophysicalprospecting method which can beeasily

understoodandutilizedbySoutheastAsianengineersishighlytobedesired.Itwas

determinedthatthegeophysicalprospectingwhichwillbeundertakenin1965innorthern

andsouthernMalaysiawastobeforironoredepositsandthatthemethodusedwould

bethemagneticmethodingroundprospectingoperationswith theelecLricalmethod

tobeusedaswellwherenecessary･

1 序 言

昭和39年11月より12月にかけて約30日間タイ,マレーシアにおける地下資源の物理探鉱に関

する予備調査のため,地質鉱床学の滝本教授とともにタイ,マレ-シアの両国に出張した｡調
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査の目的はタイ,マレーシアの両国において物理探鉱の調査を実施する場合,如何なる探鉱方

法と探査方式が適当であるかを決定することであった｡

一般に,物理探鉱の調査は相当な経費を必要とするので,物理探鉱の調査を実施 す る以 前

に,予備調査によって

(1) 地質学的な地表調査を行ない,鉱床の存在 しそうな地域を決定 し,

(2) この地域の地形および地表の条件によって,探査方式を考慮 して,E]的の地下栗源の性

質に適 した探鉱方法を決定する必要がある｡

予備調査は地質的な調査に重点がおかれ,この段階では物理探鉱法の機器は用い られない｡

その理山は物理探鉱法の機器(ま現在携Jで紺 jのものが少ないからであるO地下賀瀕の開発の順序

は,予備調査の結 果 ,物理探鉱の調査が行なわれ,試錐または坑道調査によって鉱床が確認さ

れ,鉱 両の開発が始められることになる｡ 鉱陳の存在 しそうな地域は地表踏査によって発見さ

れたいわゆる露頭によって確認され,現在各国の地質調査所などによって行なわれた調査結果

が報告されている｡露頭が十分人きければ,物理探鉱や試錐による調査は省 略され,直ちに鉱

両uj開発が進められる場合もある｡わが国においてほ,この露頭は十分に調査されており,現

在ではいわゆる潜血鉱床の探査に力が注がれるようになっている｡この潜頭鉱味の場合には,

物理探鉱や試錐による調査は必須の条件である｡露頭の場合にも,物理探鉱や試錐による調査

は必要で,露iLl'i調査から直ちに鉱両 U)Fji-j発を行ない失敗 している例はわが国においてもなお見

受けらjLる｡

東南アジア地域は現在い わゆる露頭調査の段階で,鉱珠の存在 しそうな地域の調査はわが国

に比べると遥かに楽である｡ 現在わが国の淘外調査団は数多 く組織されているが,地表踏査に

よる地質調査が主で物理探鉱の調査は余り行なわれていない｡泡外で鉱山を開発する場合には

物理探鉱の調査を並用 し,確実に鉱量を算定 しなければ危険である｡物理探鉱の調査は相当な

経費を必要とするので,現在大規模な海外調査は行なわれていないが,個々に行なわれている

小規模な調査で中途半端な結果をうるよりも,計画性のある国全体としての統一された調査が

今後とくに必要であると痛感される｡

2 物理探鉱法一般とタイ,マレーシアにおける使用状況

物理探鉱法の歴史は割に新 しく,1900年頃に実用化されるようになった｡物理探鉱法は土地

の地球物理学的な現象を利用 して,地下構造を解析する方法で,探鉱方法には色々な方法があ

り,探査する方式にも色々な形式が考えられる｡

2･1 物理探鉱法

物理探鉱とは地下の地質構造と関連 して,人為的にまたは自然に発生している物理現象を観

測 し,その資料を検討することにより地下の状態を推測する方法である｡大別すれば,地産探
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鉱 法,重力探鉱法,電気探鉱法,磁気探鉱法および放射能探鉱法に分類される｡これらの方法

のうち,自然に発生する物理現象を利用する方法としては重力探鉱法,電気探鉱法のうち自然

電位法,磁気探鉱法および放射能探鉱法があり,人為的に地下にエネルギーを与えた結果発生

する物理現象を利用する方法としては地震探鉱法,電気探鉱法のうち電位法や電磁誘導法およ

び放射能探鉱法のうち放射性同位元素を利用する方法がある｡自然に発生する物理現象を利用

する方法は比較的簡単な測定方法であり,一般に深度を決定する解釈法に欠点がある場合が多

い｡一方,人為的に発生させる物理現象を利用する方法は複雑な測定方法にはなるが,測定結

果は必要に応じて沢山うることができるので,深度の決定などについてさらに詳細な解析をす

ることができる｡探査 しうる条件としては,目的物の物理的性質とそれをとりまく周囲の媒質

の物理的性質とが相違 していることが当然必要であり,これらの物理的性質の相違を特色づけ

る現象によって探鉱方法の適応性が決定される｡第 1表は5種類の探鉱方法の内容を簡単に総

括したものである｡

方 法 【 物 理 現 象 l 適 応 分 野

地 震 探 鉱 法

重 力 探 鉱 法

電 気 探 鉱 法

磁 気 探 鉱 法

放 射 能 探 鉱法

伝播現象

密 度

分極,比抵抗,透磁率,誘電率

透 磁 率

放 射 能

石油,石炭,地質構造

石油,石炭,地質構造

一般鉱床,地質構造,地下水

磁性鉱床

放射性鉱床

第 1 表

2･2 探査方式

探査方式としては空中探査,海上探査および地表探査などの方式が考えられる｡

空中探査方式は飛行機や-リコブタ-を用いて空中より地下構造を探査する方式で,物理探

鉱の調査では概査にあたるもので, 広範囲の調査に適 している｡ とくに地表条件の悪い,砂

漢,密林,湿地帯などの調査には適 している｡空中探査方式に利用される探鉱方法は電気探鉱

法のうち電磁誘導探鉱法,磁気探鉱法および放射能探鉱法である｡測定は自動的に連続記録が

えられるような方式で,一定の高度を航空写真の上の予定線に沿って行なわれる｡飛行機を使

用する場合には, 高度が 150mから1500m程度に保たれ, -リコプグーを使用する場合には

高度は50m程度まで低 く保たれる｡それゆえ,飛行機を使用する空中探査は範囲は広いが精度

は低い,-リコプグーによるものは高度が低いだけ精度は向上する｡空中探査の方式は主とし

て第 2次大戦後に実用化された調査方式で,未開発地域の調査には有力な方法である｡

海上探査方式は海上で行なう方式で,その特長は海水面は水平で,媒質は均質な海水が第 1層

目に存在するという点である｡空中探査方式では使用されなかった地震探鉱法が用いられる｡
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地震探鉱法のうち,最近急速に進歩した音波探鉱法が広 く用いられるようになり,海底調査に

は今後人いに活躍するものと思われる｡■その他,侮上探査方式には重力探鉱法,磁気探鉱法お

よび電気探鉱法も用いられる｡

地表探査方式はもちろん古くから行なわれている方式で全ての探鉱方法に用いられており,

測点は碁盤稿に設置され,測点の間隔は5mから50m程度にとられる｡空中探査方式による概

査のあとの精査にも用いられる｡もちろん空中探査方式に比べて探査精度は高い｡測線のとり

方は各探鉱方法で相違はあるが,一般に脈状鉱体に対 してはその主題に対 して苗角方向に,また

地形の影響を軽減するために地形の等高線沿いか単傾斜方向に,測線は設置される｡ 測線の間

隔は20111から50m程度であり,測線の上の測点の間隔は5mから20m程度である｡大平原の鉱

床探査か一般の地質構造の調査には測線間隔が500mから2,000m程度で,測点間隔が50mから

200m程度まで広 くとられる場合もある｡

地表探査方式には自動車に測定機器を塔載 して行なう自動車探査方式がある｡測定は空中探

査方式と同様に,自動的に連続記録がえられるようになっている｡この方式には電気探鉱法,

磁気探鉱法および放射能探鉱法が用いられる｡測線はとくに設置せず,既設の道路上を走りな

がら測定する場合が多 く,地表探査方式では概査的な意味で行なわれるのが普通である｡

2･3 ダイ,マレ-シアにおける物理探鉱法の使用状況

タイにおいては1954年に空中探査方式による磁気探鉱の調査が ChaoPhraya河流域におい

て実施されている｡目的は火成岩の基盤を被覆する堆積層の厚さを明確にして,石油の存在を

調査することであった｡空中磁気探査の結果,さらに重力探鉱の調査が行なわれ, 1,820mの

試錐が行なわれたが,下部の火成岩の層にはとどいていないようである｡ さらに,地震探鉱の

調査も行なわれたが,余りよい結果はえられなかったようであった｡

その後,タイの東部および北部において空中探査方式による磁気探鉱と放射能探鉱の調査が

行なわれ,異常地帯について,地表探査方式による磁気探鉱と重力探鉱の調査が行なわれた｡

電気探鉱の調査が最近開始されたようである｡

マレ-シアにおいても第2次大戦後,空中探査方式による磁気探鉱の調査がマラヤ (マレー

半島)で実施されている｡ わが国からは2,3の会社が鉄鉱床の調査に,地衣探査方式による

磁気探鉱の調査を実施 し成果をあげている｡

タイ,マレ-シアともに,鉱床の調査は露頭の調査の段階で,物理探鉱の調査は未だそれ程

用いられていない｡空中探査は両国ともに外国の技術で実施されたもので,自分の国の技術で

は地表探査方式による調査がわずかに実施されている程度である｡

3 タイ,マレーシアにおける物理探鉱法の適応性

予備調査で対象にした鉱床は錫鉱妹,鉄鉱妹,蛍石鉱床およびマンガン鉱床で,錫鉱床と鉄
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鉱床はマレ-シアにおいて,蛍石鉱珠とマンガン鉱珠はタイにおいて調査 した.

3･1 錫鉱床

調査はマラヤの西側,北より Ipoh付近,KualaLumpur付近およびJohoreBallru付近

で行なった｡調査 した錫鉱床の主なものは二次鉱床である漂砂鉱床で,いわゆる砂錫と呼ばれ

るものである｡写其 1は,

KualaLumpur付近の漂

砂鉱床の錫鉱石の採取現場

である｡この方法は主とし

て華僑資本による鉱石の採

取方法で相当に原始的なも

のである｡鉱J末の周辺には

石灰岩があり,風化した花

樹岩質の表土層の中に錫鉱

石が含まれている｡写真の

上部の湖は採取後に水がた

まったところであり,上部
写真1 錫鉱石の採取現場である｡水を強く放出して鉱石を洗
い流している｡

左側,湖の小に見える岩は基盤である石灰岩で

ある｡左下部に見 られる鉄管によって水が送ら

れ,風化した表土層に当てられて錫鉱が洗い流

される｡洗い流された錫鉱石を含んだ泥水はポ

ンプで10m余り上げられ,写真2にしめすよう

な樋に導かれる｡図申分離されているものは割

に大きい岩層である｡ さらに樋は写真 3にしめ

すように割にゆるやかな傾斜になり,重い錫鉱

石が沈酵 して採取される｡ 樋の長さは全長500

m余りである｡この方式は如何にも古 くさい感

じで,作業人員も5人余りで,のんびりとした

風景であった｡写真4は採取跡で向う側には石

灰岩がよく見 られる｡写真 5は英国資本による

鉱石の採取方法で機械の前半分である｡写真の

左側の水中にあるショベルで鉱石を取る｡採取

された鉱石は右側の室内に送 られ選別される｡

採取が進むにつれて機械全体が左に移動する近
写真2 洗い流された泥水は櫓に組まれた樋
に導かれ,まず岩屑が除去される｡

- 66-



東 南 ア ジ ア 研 究 第 3巻 第 2号

代的な 設 備 で あ

る｡

錫鉱床に対する

探査は現在のとこ

ろ露頭による調査

の段階で,簡単な

試錐によって確認

されている｡鉱床

の底の広がりがど

の程度であるかば

とくに調査されて

はおらず,むしろ

採取機械の能率に

よって制限されて

いるようである｡

採取跡の水たまり

はいたるところに

見受けられ,無計

画に乱打ほ れてい

る状態をまざまざ

としめしている｡

錫鉱床に対する

物理探鉱法は電気

探鉱法のうち比抵

抗法 で あ ろ う｡

0.2% の合有率の

鉱昧までが採取の

対象になっている

ようで,平均され

た見掛比抵抗はそ

れ程低くはないと

思われろが,鉱昧
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しているので,写真 1や写真4に見 られる石灰岩との境界面は容易に探査されるものと思われ

る｡しかも,錫鉱床のうち二次鉱床である漂砂鉱床付近の地形は割に単純で,この点でも電気

探鉱法には有利である｡錫鉱床には磁性がないので麓気探鉱法は無理であり,重力探鉱法およ

び地震探鉱法は適当ではない｡

探査方式としては地表面下割に浅いところに鉱床が期待できるので地表探査方式が適当であ

ろう｡

採取されたあとの水たまりの下部にどの程度の錫鉱石が残っているかは物理探鉱の調査では

相当に困難で,現段階において計画性のある探鉱方針ならびに採取方法をとらなければ,未採

取の鉱石が地下に放置されることになり,将来の探査は困難になり,相当の混乱が来るものと

思われる｡

3･2 鉄鉱床

調査はマラヤの西側,Ipoh付近と JohoreBahru付近で行なった｡

マラヤの鉄鉱床は1920年頃に石原産業株式会社によって開発され,第2次大戦までマラヤの

鉄鉱石はわが国の主要製鉄原料であった｡戦後もわが国との関係は続いている｡マラヤの鉄鉱

床は2種類に大別される｡赤鉄鉱を主体とする塊状の初生鉱床に二次鉱床である転石を或る程

度ともなうものと,赤鉄鉱を主体とする二次鉱

床からなるものとの2種類であるが,一般に,

初生鉱床の上層部には二次鉱床が存在している

ようである｡初生鉱床は花尚岩と石灰岩との境

界付近に生成した接触交代鉱床であると思われ

る｡鉄鉱床は写真6の左側に見るように相当に

侵蝕された石灰岩の絶壁にかこまれて不規則な

形状で袋状に存在している｡二次鉱床は転石層

であって,初生鉱床から崩壊して堆積したもの

で,一般に角疎状のものが多く,形状および大

きさは多様である｡一般に赤鉄鉱が多いようで

あるが,磁鉄鉱も含まれており,上層部には褐

鉄鉱が存在している場合もある｡

写真 7はIpoh付近の鉄鉱床の採掘現場であ

る｡鉄鉱床は正面の石灰岩の壁まで存在してい

る訳で,品位の高いものはそのままで鉱石と認

められるが,砂質や粘土質の不純物を含んだ鉱

石は水音先いをすればよい｡
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鉄鉱床に対する探査は現

荏,石灰岩にかこまれた露

頭において試錐による探鉱

調査を実施 している段階で

ある∩ ここで問題になるの

は鉱床の下部がどの程度の

深さであるかということで

あるO鉱陳の周囲は石灰岩

に接 しているが下部がどの

ようになっているかは不明

のようで,興味ある問題で

ある｡
写真7 鉄鉱石の探聞現場である｡二次鉱床で,採掘は比較的
楽である｡

鉄鉱床に対する物理探鉱法は磁気探鉱法をまず用いる必要がある｡鉱体に磁性がない場合に

は用いられないが,少なくとも多少の磁鉄鉱は存在 しているようで磁性はあるもの と思 わ れ

る｡第 2茸において説明したように磁気探鉱法では深度に対する解析がで き に くい｡それゆ

え,深度を決定するには電気探鉱法のうち比抵抗法を併用することが望ましい｡鉱床の賦存す

る地表付近の地形は割に平坦であるから,電気探鉱法には有利な条件である｡深度を解析する

比抵抗法は鉱床の周囲の石灰岩の場所では不適当で,鉱床の中 央付近の平坦な場所で実施すれ

ば下部の層は決定されると思われる｡

探査方式としてはまず空中探査方式が考えられる｡鉄鉱床は割に広範囲に存在 していなけれ

ば開発の対象にはならないので,このような鉱床に対 しては空中探査方式による概査が有効で

写真8 BanH()ngの蛍石の採掘現場で,全くの人海戦術である〔
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ある｡空中探査によって認

められた異常地帯には地表

探査方式によって精査を実

施 しなければならない｡磁

気探鉱による空中探査にお

いてほ鉄鉱昧以外の火成岩

による異常が現われること

があるので,空中探査の結

果の解析にはとくに注意す

る必要がある｡

3･3 蛍石鉱床

調査はタイ北部 ChieTlg



タイ ･マレ-シアにおける物理探鉱

Mai付近の BanHongとDoiTaoで行なった｡

写真8は BanHongの蛍石鉱床の採掘現場である｡表土層は風化がはげしく,岩石類の露

出状況は悪 く,基盤は殆んど認められない｡付近の地質は粘板岩,石灰岩および砂 岩 か らな

り,とくに花樹岩類の火成岩は見当らなかった｡構造線沿いに珪化,鉱化作用が行なわれ,釈

黒色の良質な蛍石が形成され,その一部は破砕されて角傑化し,さらに珪化,鉱化作用を繰り

返えして,鉱床が形成されたものと思われ,鉱石自身はかなり複雑で不均質な構成をしめして

いるD 写真の採掘は全 く人海戦術ともいえる採掘方法である｡写真の塊状をしている岩石が蛍

石の鉱石である｡

写真9は DoiTaoの蛍石鉱床の脈である｡

1m から2m 余りの鏑巾の脈が深いところでは

10m余りまで採掘されていた｡鉱脈には蛍石,

乳白色石英,方解石,白雲母および黄鉄鉱など

が見 られる｡写真10は鉱脈の採掘で,発破用の

孔 ぐりをしているところである｡写真11は蛍石

の選別で,おもに女性の仕事のようであった｡

蛍石鉱床に対する物理探鉱の調査は相当に困

写真 9 DoiTaoの蛍石鉱脈で 1mから2m
程度の鎚Filである.

難であると思われる｡鉱床と付岩との問にとく

に明確な物理的性質の相違がないようで,地震

探鉱法,重力探鉱法および磁気探鉱法は不適当

であろう｡強いて使用するとすれば電気探鉱法

であるが,蛍石鉱床の比抵抗は相当に高いと思

われる｡母岩の比抵抗との相違が問題である｡

BanHong の蛍石鉱床の表土層は風化が著し 写真10 鉱脈の採脈現場での発破用の穴掘り｡
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いが,DoiTaoの方は鉱派

で明らかに地表に現われて

いるので,電気探鉱の調査

には DoiTaoの鉱脈の方

が有利であると思われる｡

探査方式はもちろん地表

探査方式であるが,物理探

鉱の探査結果に余り期待す

ることはできない｡

3･4 マンガン鉱床 鼓

調査は Chieng Mai付

近の BanMaeTuenで行
写真11蛍石の選別をしているところ｡選別は主に女性の
仕事である｡

な ったOタイの北部にはマンガン鉱床はかなり多いO

写頁12は採掘現場で,ラテライ ト質の赤褐色の風化した表土層の｢恒こ黒色の硬マンガン鉱が

賦存 していた｡写頁に見るようにショベルで採掘され, Tラックに積まれて選別所に送 られ'

写真12 マンガン鉱石の採鋸現場で,シ｢
ベルで楽に採桝されている〔

水洗されて数十人の女性によって手選により分

類されていた｡

マンガン鉱床に対する物理探鉱法は電気探鉱

法のうち比抵抗法と自然電位法とが考 え られ

る｡調査した地域の地形は割に単純で,表土は

草木が茂り,露頭は採掘現場以外では明らかで

はなかった.蛍石鉱床に比べるとマンガン鉱珠

は物理探鉱の調査によって発見さカ1る可能性は

多いと思われる｡

探査方式は地表探査方式である｡鉱床は割に

地表近 くに存在 していると考えられるので測点

間隔は小さくする必要がある｡

4 結 盲

ク右 マレーシアにおける物理探鉱の探査に

関する予備調査について報告 した｡端的にいえ

ば,鉱床の調査は露頭調査の段階で,物理探鉱

の調査は末だそれ程進められてはいない｡とく
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に自国の技術者によって計画的に進められている現状ではなかった｡しかし,関係者にはその

必要性を認め相当に積極的な意見を持っている人もいた｡未だ自国による鉱山の開発そのもの

にも明確な計画性はないようで,鉱山の初期の開発が殆んど外国人に委ねられている現状から

考えて,調査方面も当然外国人の援助で行なわれている段階であった｡昭和40年度に行なわれ

る本調査がタイ,マレ-yアの物理探鉱の調査に対 して,色々な意味で参考になれば幸と思っ

ている次第である｡

昭和40年度の物理探鉱の現地の本調査は

(1) 東南アジア地域に広く分布 している鉱石

(2)わが国と関係の深い鉱石

(3) 東南アジア地域の技術者に理解されやすく,実施されやすい物理探鉱調査

(4)経費の少ない探鉱方法および探査方式

などを考慮して,探査の対象鉱石は鉄鉱石とし,探鉱の調査は地表探査方式による磁気探鉱法

を主とし,電気探鉱法を補助的に用いることに決定し,次の4候補地を選定した｡すなわち,

マラヤ南部の JohoreBahru'付近の (1)Permatang,(2)Simpang Rengam,(3)Jorak

とマラヤ北部の Ipoh付近の (4)SungeiKerbauである｡

終りに,東南アジア地域の資下資源の物理探鉱の調査を主とした立場から2,3の問題点を

述べる｡

(1) 探鉱方法と探査方式

未開発地域である密林や湿地帯に地表探査方式を用いることはむずかしい｡測定用の測線を

設置すること自身相当な仕事である｡自動車探査方式にしても,自動車が通れる道は必要であ

る｡探査方式としては空中探査方式がもっとも便利であるが,自国の技術で最初から行なうこ

とは困難であるので,測線の設置などの仕事はあるが,地表探査方式を用い,電気探鉱や磁気

探鉱のうち簡単な方法から始める必要がある｡結果の解釈にあたっては,地質的には表土質の

風化がはげしいこと,地理的には赤道近 くであること,磁気探鉱の場合には鉱床以外に火成岩

による異常に注意することなどが必要である｡

(2)鉱業権などの利権の問題

例えば,現在タイでは北緯11度以北を保護区域とし,外国人には鉱業権を与えていない｡こ

の問題は自国の産業の保護育成のため簡単に解決される問題ではないが,提携には技術援助と

か機械設備貸与とか色々の形式があるがある程度大規模な,総合的な結びつきが必要である｡

その他の利権についてもよく注意する必要がある｡

(3)計画的で総合的な調査の必要性

わが国の海外調査は色々な方面に数多く実施されていると思われる｡しかし,割に小規模な

調査が個々に行なわれている傾向があるようで,国全体としての計画的で総合的な調査活動が
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必要と思われる.例 えば一つの鉱珠を数組の調査団が全 く別個に調査するなど勿体ない話であ

る｡

(4) 現地の技術者の教育

非常に大きな問題で,この方両の研究も老荘んに行なわれているが,物理探鉱の技術者を例に

とって説明する.現場で直接探査の仕事をする技術者がまず必要である｡ 現在のわが国の大学

教育の課程は現地の技術者に対 して必ずしも適当ではない｡例えば地質調査所か大学のこの方

面の研究所で実地教育を主とした課程が望ましい｡次に問題になるのは,わが国で教育を受け

た現地の技術者に与える資格のことである｡ 日本語のむずかしさもあるが,一般にわが国で何

らかの資格をうることは困難のようであり,またその資格に現地でどれ程の価値が認められる

かということは今後の大きな問題と思 う｡

とくに(3)と(4)は筆者が 1年間 Teheran大学に招碑されていた時にも痛感 した問題であっ

た｡

この調査に対 して御配慮を頂いたバンコック連絡事務所本同教授,タイ鉱山局およびマレー

シア地質調査所の各位ならびに現地の方々および東大小林名誉教授に謝意を表する次 第 で あ

る｡
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